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▼
必
ず
消
火
の
準
備
を
し
て
か
ら

　

行
う
。

▼
完
全
に
消
え
る
ま
で
そ
の
場
を

　

離
れ
な
い
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
８
１
７
２

薪
ス
ト
ー
ブ
を
ご
使
用
の
皆
さ
ん
へ

　

最
近
、薪
ス
ト
ー
ブ
の
煙
や
灰
、

臭
い
が
原
因
に
よ
る
相
談
が
、町
に

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
の
で
、使
用
の
無
い
時

季
に
、次
を
参
考
に
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

▼
薪
の
乾
燥
と
管
理

　

湿
っ
た
薪
を
使
う
と
、煙
が
多
く

発
生
し
ま
す
。十
分
に
乾
燥
し
た
薪

を
使
用
し
、煙
の
発
生
を
最
小
限
に

抑
え
ま
し
ょ
う
。

▼
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

薪
ス
ト
ー
ブ
の
排
気
シ
ス
テ
ム
が

正
常
に
働
い
て
い
る
か
、定
期
的
に

点
検
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、煙

や
ガ
ス
が
適
切
に
排
出
さ
れ
る
よ

う
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

■問
住
民
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
７
‐
62
‐
２
１
４
７

郡
山
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
林
野
火
災
注
意
報
・警
報

　

令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
林
野

火
災
注
意
報
・
警
報
の
運
用
が
始

ま
り
ま
し
た
。
注
意
・
警
報
の
発

令
中
は
、
た
き
火
な
ど
屋
外
で
の

「
火
の
使
用
が
制
限
」
さ
れ
ま
す
。

　

発
令
状
況
は
、
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
、
自
治
体
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
防
災

無
線
、
消
防
車
両
党
に
よ
る
周
知

を
行
い
ま
す
。

　

火
を
使
用
の
前
に
、
発
令
状
況

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
発
令
対
象
期
間

　

１
月
〜
５
月
の
間

★
た
き
火
と
火
災
は
紙一重

　

空
気
が
乾
燥
し
風
が
強
い
日
が

多
い
こ
と
か
ら
、
た
き
火
が
原
因

の
火
災
が
多
発
し
ま
す
。
自
宅
な

ど
で
生
活
ご
み
を
燃
や
す
行
為
は

禁
止
で
す
。
生
活
ご
み
は
、
燃
え

る
ご
み
と
し
て
処
分
す
る
な
ど
、

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
農
作
業
の
一
環
と
し
て

や
む
を
得
ず
た
き
火
を
す
る
場
合
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
最
寄
り
の
消
防
署
に
事
前
に
連

　

絡
す
る
。

▼
風
の
強
い
日
は
行
わ
な
い
。

～ごみ箱に捨てる前に１度考えてみませんか？～

「衣装ケースでできるキエーロ体験講座」を開催しました
－「生ごみのない暮らし」に向かって、キエーロから輪を広げましょう－

キエーロ
取扱説明書
（参考）

小橋氏からの体験談

キエーロ使い方講座

　「キエーロ」とは、土の中にいる微生物の力によって、生
ごみを分解・消滅させる非電動式生ごみ処理容器です。
　コンポストとは違って、生ごみが堆肥とならず、土の量が
あまり変わらないのが特徴です。
　また、正しく使用すれば、虫や臭いが発生しにくく、取り
組みしやすい生ごみ処理容器となります。

小橋氏はコンポストや
キエーロを使って、
台所から生ごみをゼロに。
生ごみ堆肥を使って、
野菜づくりもしています。

１番気になる虫や悪臭
の発生については、乾
いた土を最後に上から
かけてあげることで抑制
できます。

　２月21日、三春町役場で「衣装ケースでできるキエーロ
体験講座」を開催し、15名が参加されました。
　当日は、みはるコンポスト部の小橋氏からの体験談や衣
装ケース型キエーロの作り方や使い方を学びました。

　キエーロを使うことで、ごみ処理コストの抑制と環境負
荷の低減、そして町民自身のごみ出しが楽になり、袋の使
用枚数が減ることで家計にやさしい取組みに繋がります。
ご興味のある方は、キエーロをぜひ、体験してください。
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